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析されたAPC I. MAO. CMA. カナダ IF 
L. ドミニオン会議所に所属した商工業者たちは
「カナダ商工業者」全体をどの程度代表していた
のかという問題である。福士は，本書の序論にお
いて，カナダ商工業者の見解が一枚岩でなかった
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評
ことは言うまでもないが.自己の利益のみならず，
カナダ経済の発展，そしてイギリス帝国経済の発
展に関心を寄せていたという点において，彼らの
見解は一致していたと主張している。しかし，彼
らの見解が本当に保護関税や帝国特恵関税支持で
一致していたかどうかは疑問である。本書でも，
工業製品に用いる投入品をアメリカから輸入して
いる業種(家具，製紙産業，機械産業の一部)や，
アメリカ市場で競争可能なミシン産業や農業機器
産業は，保護関税の導入に反対し，対米瓦恵を支
持したことが認められているし，また自由貿易を
一貫して支持したカナダ商業会議所の代表も存在
した(例えば.オンタリオ州のハミルトン商業会
議所代表のA'T・ウッド)。カナダ楽器産業も植
民地博に出品し，自治植民地以外のニューヨーク
などにも広く市場を求めている。こうしたカナダ
商工業者は，本書では，その具体的な人数やカナ
ダ商工業者全体の中での割合が明示されないま
ま.1"少数派」と位置づけられている。しかし.1"カ
ナダ商工業者」の保護関税や帝国特恵関税に対す
る見解は，本当に賛成で一致していたのだろうか。
また，対米互恵、や自由貿易を支援したカナダ商工
業者はカナダ自由党といかなる関係にあったのだ
ろうか。疑問が残るo
以上のような疑問点や問題点はあるが，本書は，
ブリティッシュ・ワーjレド内の経済問題の分析に
我が固で初めて実証的に取り組んだ著作である。
今後は，中央集権的な帝国連邦運動を推進した
1"(保守主義的な)帝国主義」と「自由主義的帝国
主義」の関係を，プリティッシュ・ワールドの文
化的枠組みの中で，包括的に分析することが望ま
れる。プリティッシュ・ワーJレド論のさらなる発
展を期待したい。
